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会員会社（あいうえお順）　２００４年６月現在　７９社 

1968-1979

周辺技術連絡会 

工場排水規制処置検討会 

環境対策検討会 

 

1996-1999

環境委員会 

環境自主行動指針 

環境報告書 

 

 
2001

４専門部会 

 

2003-2004

組織運営体制の簡素化 

 

2002

環境安全委員会 

ＷＧ・研究会 

 

 

旭化成ファーマ株式会社 
味の素ファルマ株式会社  
アストラゼネカ株式会社  
アベンティス ファーマ株式会社  
アボット ジャパン株式会社  
エーザイ株式会社  
エスエス製薬株式会社  
大塚製薬株式会社  
小野薬品工業株式会社  
財団法人化学及血清療法研究所  
科研製薬株式会社  
カネボウ株式会社  
株式会社科薬  
キッセイ薬品工業株式会社  
京都薬品工業株式会社  
杏林製薬株式会社  
協和発酵工業株式会社  
キリンビール株式会社  
グラクソ・スミスクライン株式会社  
グレラン製薬株式会社  

興和株式会社  
三共株式会社  
参天製薬株式会社  
株式会社三和化学研究所  
シェリング・プラウ株式会社  
塩野義製薬株式会社 
清水製薬株式会社  
住友製薬株式会社  
千寿製薬株式会社  
ゼリア新薬工業株式会社  
大正製薬株式会社  
大鵬薬品工業株式会社  
武田薬品工業株式会社  
田辺製薬株式会社  
第一製薬株式会社  
大日本製薬株式会社  
中外製薬株式会社  
株式会社ツムラ  
帝國製薬株式会社  
帝国臓器製薬株式会社  

帝人ファーマ株式会社  
テルモ株式会社  
トーアエイヨー株式会社  
東菱薬品工業株式会社  
富山化学工業株式会社  
鳥居薬品株式会社 
日研化学株式会社  
日本イーライリリー株式会社  
日本オルガノン株式会社  
日本化薬株式会社  
日本ケミファ株式会社  
日本シエーリング株式会社  
日本新薬株式会社  
日本製薬株式会社  
日本臓器製薬株式会社  
日本たばこ産業株式会社 
日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社  
ノバルティス ファーマ株式会社  
ノボ ノルディスク ファーマ株式会社  
バイエル薬品株式会社  

バクスター株式会社  
万有製薬株式会社  
久光製薬株式会社  
ファイザー株式会社  
藤沢薬品工業株式会社  
藤本製薬株式会社  
扶桑薬品工業株式会社  
ブリストル・マイヤーズ株式会社  
丸石製薬株式会社  
マルホ株式会社  
三菱ウェルファーマ株式会社  
株式会社ミノファーゲン製薬  
明治製菓株式会社  
持田製薬株式会社  
山之内製薬株式会社  
ヤンセン ファーマ株式会社  
ユーシービージャパン株式会社  
ワイス株式会社  
わかもと製薬株式会社  
 
 
 

1968年の製薬協設立と同時に、工場周辺の環境問題（特に排水問題）に対する技

術検討を目的に「周辺技術連絡会」を設立しました。その後「工場排水規制処置検

討会」「環境対策検討会」と発展させ、単に技術的な検討だけでなく関係官庁なら

びに会員相互の情報交換を行い環境対策の推進に寄与してきました。 

1996年に「環境委員会」を設立し、専門部会活動を通して、地球環境問題に対して

体系的な取り組みを行うこととしました。1999年には「製薬企業環境自主行動指

針」を作成し、製薬企業の環境問題への取り組み姿勢を明示しました。また、環境委

員会活動の年次報告書として「環境報告書」を発刊し、情報公開に努めています。 

当初5部会で発足した専門部会活動について、効率化を目指して、4部会制（化学物

質管理・環境マネジメント・省資源廃棄物対策・省エネ温暖化防止）としました。 

委員会活動の合理化・効率化を目指し、連絡担当者会社の委員会社への統合、会議体の

簡素化等、委員会組織の重層構造からの脱却を図り、スリムな体制で活動しています。 

委員会名称を「環境安全委員会」に変更し、労働安全衛生課題への取り組みも開始

しました。また、専門部会活動に際しては、ワーキンググループ(WG)と研究会の両体

制を発足させ、テーマに基づいて異なった視点から取り組んでいます。 


